
目標類型別分類（にぎわいの創出）



市町村名 旭川市（北海道） 【平成２３年３月２５日認定】 人口（平成27年国勢調査） 339,605人

計画期間 平成２３年３月 ～ 平成２９年３月

目標指標 観光情報センター利用客数

基準値 50,922人
（平成20年）

目標値
60,000人

（平成28年）
実績値

81,291人
（平成28年）

取組概要

○旭川空港の国際線利用者数が平成２５年度に約１０万人、平成２６年度は約１６万人、そして平成２７年度は約１
９万人と急増したほか、中心部では，新たなホテルのオープンやホテルの年間稼働率が上昇するなど（平成２７年度
は約７９％），本市中心部の基盤整備や観光振興等に係る圏域・道北全体と連携したインバウンドの取り込みが一
つの鍵となった。

○総合観光情報センターを旭川駅に観光案内・バス待合・飲食などの機能をもった施設として移設したことで、利用
者数は，平成２０年度の５０，９２２人に対し，平成２８年度では，８１，２９１人（うち外国人観光客３０，０００人超）に
急増した。

○更に、これらの好機を生かすように総合観光情報センターの運営や、旭川の魅力を存分に体感できる冬期の観
光コンテンツを充実させるとともに、北彩都ガーデンなどの観光資源や中心市街地でのイベントなどとの連携により、
来街者が増加し、目標を達成した。

○今後は，中心部に生まれつつある人の流れを定着させるとともに，日常的に回遊，滞留する仕掛けづくりが重要
となる。

＜駅前スケートリンクゆっきリンクASAHIKAWA＞ ＜北の恵み 食べマルシェ開催事業＞



市町村名 稚内市（北海道） 【平成２１年６月３０日認定】 人口（平成27年国勢調査） 36,399人

計画期間 平成２１年６月 ～ 平成２５年３月

目標指標 歩行者交通量（休日・平日平均）の増加

基準値
938人／日
（平成19年）

目標値
1,079人／日
（平成24年）

実績値
1,282人／日
（平成24年）

取組概要

○第１期計画において、稚内駅前地区第１種市街地再開発事業により新たな拠点として、映画館や飲食物販店舗、
地域交流センターといった集客機能が設備された複合交流施設を整備した。

○同時に駅前広場、周辺道路を一体的に整備したことにより、「マチ」から「みなと」までを統一感のある景観を形成
し歩行環境が向上した。

○一体的な事業を実施したからこそ生まれる相乗効果が、歩行者交通量の増加に大きく寄与した。

＜複合交流施設＞ ＜稚内駅周辺地区＞



市町村名 大仙市（秋田県） 【平成２２年１１月３０日認定】 人口（平成27年国勢調査） 82,773人

計画期間 平成２２年１１月 ～ 平成２８年３月

目標指標 歩行者通行量

基準値
2,924人／日
（平成21年）

目標値
3,234人／日
（平成27年）

実績値
3,762人／日
（平成27年）

取組概要

○大曲通町地区第一種市街地再開発事業により、医療の充実強化に加え健康・福祉等新機能の導入やバスターミ
ナルの再整備がなされ、中心市街地へのアクセス性、利便性が向上し、来街者が増加。

○交流施設等に受診待機情報等を表示するモニターを設置。受診までの空き時間に気軽にまちなか歩きを楽しめ
るようになったことで回遊性が向上した。

○商店街やまちづくりに意欲的な商店主らにより地域資源（発酵食品文化、花火等）をテーマとしたイベントが開催
されるなど、民間での自立したにぎわいづくりも目標達成に寄与した。

＜多彩な交流・活動の拠点 市民活動交流拠点センター＞ ＜商店主ら主催のイベントでにぎわう中心商店街＞



市町村名 土浦市（茨城県） 【平成２６年３月２８日認定】 人口（平成27年国勢調査） 140,804人

計画期間 平成２６年４月 ～ 平成３１年３月

目標指標 観光関連施設利用者数

基準値
98,822人／日
（平成24年）

目標値
113,039人／日
（平成30年）

実績値
121,770人／日
（平成30年）

取組概要

○川口二丁目地区整備事業は、土浦駅から徒歩約10分に位置する当該地区に、霞ヶ浦の眺望を活かした複合レクリエーション施設を
市と民間事業者の連携により整備し、交流人口の拡大を図る事業である。民間事業者による開発意欲の醸成にまでは至らず、事業
全体としては完了していないが、市が先行整備したサイクリスト向け交流施設「りんりんポート土浦」は、電車利用のサイクリストを
ターゲットにした土浦駅ビルのサイクリング拠点との住み分けがなされ、新たな交流拠点としてサイクリストを中心に注目を浴びてい
る。

○土浦駅ビルでは茨城県の施設である「りんりんスクエア土浦」の整備を皮切りに、駅ビル全体のサイクリング拠点施設としての再整
備が進められるなど、総延長180kmのサイクリングコース「つくば霞ヶ浦りんりんロード」の結節点という立地を活かし、サイクリングに
よる地域振興に県や民間事業者とも連携して取組んでいる。

〇さらに、県や周辺市町村と連携したレンタサイクルの拡充、サイクリストが安心して休憩・食事できるサイクルサポートステーションの
登録、霞ヶ浦遊覧とサイクリングを両方楽しめるサイクルーズや初心者でも楽しめるサイクリングイベントの実施など、ソフト事業やプ
ロモーションを充実させたことにより、来街者の増加を促し、目標値を達成できた。

○今後は、交流施設の効果的な活用や周辺観光拠点との連携を高め、地区の魅力をさらに向上させるとともに、未完了部分に対する
民間活力の導入を進めていく。

＜交流施設「りんりんポート土浦」＞ ＜交流施設でのイベントの様子＞



市町村名 柏市（千葉県） 【平成２６年３月２８日認定】 人口（平成27年国勢調査） 413,954人

計画期間 平成２６年４月 ～ 平成３１年３月

目標指標 休日歩行者通行量

基準値
77,162人／年
（平成24年）

目標値
85,200人／年
（平成30年）

実績値
95,300人／年
（平成30年）

取組概要

○柏駅東口Ｄ街区第一地区第一種市街地再開発事業では、駅前に商業業務、文化交流の拠点となる複合施設を
整備した。当該施設には、多数の市民や来街者が来館し、幅広い世代の交流の場としてにぎわいづくりの拠点的
機能を果たしている。

○柏市文化交流複合施設設置事業では、駅前に整備した複合施設を活用し、市民活動センター及び、市民ギャラ
リー等の５つの施設から構成された文化・交流施設を整備した。団体が集う場ができたことで，環境フェスタや福
祉フェスタ等のイベントに他の市民団体が参加するようになるなど、新たな利用者層の開拓や来館者同士の交流
が促進されている。

○このような施設整備と併せ、中心市街地活性化ソフト事業では、平成２８年に設立したまちづくりセンター「柏アー
バンデザインセンター（ＵＤＣ２）」をプラットフォームとして、柏駅周辺のにぎわいや活気の創出に資する活動に対
し費用を助成する制度を導入した。また、平成３０年度は中心市街地におけるアートイベント、地元学生による企
画提案事業、ハロウィンパレードや音楽イベント等９つの事業を対象に事業費の一部を支援した。こうした居心地
をよくするプレイスメイキングの推進により、街の魅力が高まり中心市街地への来街者の増加につながった。

＜柏市文化交流複合施設設置事業＞ ＜中心市街地活性化ソフト事業＞



市町村名 長岡市（新潟県） 【平成２０年１１月１１日認定】 人口（平成27年国勢調査） 275,246人

計画期間 平成２０年１１月 ～ 平成２６年３月

目標指標 まちなか交流拠点（シティホール）施設利用者数

基準値
325,000人／年
（平成18年）

目標値
780,000人／年
（平成25年）

実績値
1,223,589人／年
（平成25年）

取組概要

○中心市街地は、都市機能の更新と再集積、さらには、市役所機能のまちなか回帰などにより、市民が憩い集う
「居場所」となっており、広域市民の「文化・情報・交流の場」へと質的な転換を図った

○平成24年4月に開業した「シティホールプラザ アオーレ長岡」は従来の公共施設利用の概念を超え、大規模イベ
ントから一般のスポーツ利用などにも利用できるアリーナや、中規模のイベントやサークル活動などを行うことに
適した市民交流ホールＡ、ナカドマ(屋根付き広場)等が整備されている。

○市民ニーズに対応した運用が可能となったことより、利用者は初年度の平成24年度１年間で約128万人と見込み
を大幅に超え市民から好評を博し、今後も中心市街地全体の公共公益施設の連携を強化しながら、まちなかで活
動する人のさらなる増加となるよう中心市街地の活性化を図っていく。

＜うんめい酒にアオーレ＞ ＜まちなか七夕まつりビアフェスタ＞



市町村名 十日町市（新潟県） 【平成２５年６月２８日認定】 人口（平成27年国勢調査） 54,917人

計画期間 平成２５年７月 ～ 平成３０年３月

目標指標 文化、活動施設の利用者数及び屋外活動者数（年間）

基準値
126,682人／年

（平成19～23年の平均）
目標値

148,000人／年
（平成29年）

実績値
188,169人／年
（平成29年）

取組概要

○市民文化ホール・中央公民館（平成29年11月）や市民活動センター・まちなか公民館（平成28年６月）などの公益
施設をまちなかに整備したことにより、これらの施設がにぎわいやまちづくり活動、文化活動の拠点となり、既存の
公民館活動がまちなかで展開されることや当該施設を活用した新たな市民活動が生まれた。

○市民交流センター（平成28年６月）等の建設にあたって計画段階から市民を交えた検討を行うことで、施設に対す
る関心が高まり、完成後には新たな市民活動展開の場として利用されているほか、高校生などの学習の場として
の利用も多い。

○ＮＰＯ法人にぎわいを中心に、中心市街地内のイベントや施設の情報をフリーペーパーや地域コミュニティラジオ
などで発信することにより、まちなかに訪れ活動する人が増えた。

○今後、各施設利用者の一層の増加を図るとともに、各施設間の連携を図り来街者の回遊を促すことで、中心市街

地全体へにぎわいを波及させていくことが必要である。

＜市民文化ホール・中央公民館整備事業＞ ＜フリーペーパー「はちのす通信」＞



市町村名 大野市（福井県） 【平成２０年７月９日認定】 人口（平成27年国勢調査） 33,128人

計画期間 平成２０年７月 ～ 平成２５年３月

目標指標 関連施設年間入込み客数の増加（中心市街地主要５施設）

基準値
80,234人

（平成19年）
目標値

100,000人
（平成24年）

実績値
133,031人
（平成24年）

取組概要

○第１期計画において、観光客等の来訪者が立ち寄り、集う場所として、「越前おおの結ステーション」や「城下町東
広場」等の観光拠点の整備を行った。

○平成22 年には、越前大野城築城430 年祭を開催し、関連施設利用者への集客に大きな効果をもたらした。
〇越前大野城ライトアップ事業、平成大野屋事業等の継続した取組により、越前大野城築城430 年祭終了後も、イ
ベントの効果が一過性で終わらず、街中に賑わいをもたらしている。

＜越前大野城築城430年祭＞ ＜まちなか遠足誘致促進事業＞



市町村名 大野市（福井県） 【平成２５年３月２９日認定】 人口（平成27年国勢調査） 33,109人

計画期間 平成２５年４月 ～ 平成３０年３月

目標指標 関連施設の年間入込み客数（中心市街地主要４施設）

基準値
136,093人
（平成23年）

目標値
144,000人
（平成29年）

実績値
200,754人
（平成29年）

取組概要

○「歴史的建造物保存整備事業（大野市）」による武家屋敷旧田村家の開館（平成27年４月）に合わせた散策ルート
の設定や、施設入館パスポートの発行、まちなか観光アプリ「結なび」の活用などまちなかを有機的に回遊する仕
組みによって、「天空の城」として有名になった越前大野城により増加した観光客をまちなかに誘導するなど、入込
み客数は順調に推移した。

○加えて、まちなかと郊外の観光資源を結びつける観光ルートの開発、宿泊を伴う観光客を誘致する「結の故郷お
もてなし事業（大野市）」の実施により、平成29年度はまちなか遠足52件4,126人、まちなか散策誘致290件10,738
人が訪れるなど効果が出ている。

○まちなかの店舗での消費と回遊性を促進する「食べ歩き見て歩きマップ（㈱結のまち越前おおの発行）」の活用な
ど既存のソフト事業を継続しつつ、今後は、まちなか観光アプリ「結なび」の機能強化事業や、大野ならでは観光

体験メニュー開発補助事業などの新規事業を実施する。

＜越前大野城＞ ＜結の故郷おもてなし事業＞



市町村名 大垣市（岐阜県） 【平成２１年１２月７日認定】 人口（平成27年国勢調査） 159,927人

計画期間 平成２１年１２月 ～ 平成２７年１１月

目標指標 休日歩行者・自転車通行量の増加

基準値
9,400人／日
（平成21年度）

目標値
9,700人／日
（平成27年度）

実績値
9,734人／日
（平成27年度）

取組概要

○再開発事業は予定どおり実施されなかったが、計画期間中に整備した奥の細道むすびの地への観光客の増加
や、毎月開催している中心市街地商店街元気ハツラツ市が好評であり来街者の増加により、事業効果が得られて
いる。

○平成28年9月には遅れていた再開発事業が完了し、中心市街地の魅力は更に高まるものと考えられる。

＜奥の細道むすびの地記念館オープニングセレモニー＞ ＜水の都おおがき たらい舟を楽しむ観光客＞



市町村名 藤枝市（静岡県） 【平成２５年３月２９日認定】 人口（平成27年国勢調査） 143,605人

計画期間 平成２５年４月 ～ 平成３０年３月

目標指標 歩行者通行量

基準値
8,738人

（平成23年）
目標値

10,350人
（平成29年）

実績値
10,435人

（平成29年）

取組概要

○藤枝駅南口開発Ｂ街区複合施設整備事業により、ホテルやバンケット、結婚式場、商業施設、オフィスなどを兼ね
備えた複合施設が平成28年３月にオープンし、施設利用者数は順調に増加している。

○市立総合病院跡地を活用した複合商業施設であるＢｉＶｉ藤枝内に、平成25年４月に美容学校が開校、また近隣の
静岡産業大学の駅前キャンパスと連携した藤枝市産学官連携推進センターを開設する事業を平成29年11月に基
本計画変更にて新たに追加するなどしたことにより、学生を中心とした若者の活動量が高まった。

○民間による大型マンションや駅南口商業施設などの整備により来街者が増えたことに加え、イベント広場として一
部整備された駅南口広場や駅南北のメイン道路を中心とした、年間を通じた様々な民間主体等によるイベント実
施（て～しゃばストリート、ラブローカルマーケット等）が歩行者通行量増加の一因となっている。

○駅南地区では事業が順調に進んだこともあり歩行者通行量が増加した一方、駅北地区は事業が遅れていること
もあり、歩行者通行量は減少傾向が続いている。また、歩行者通行量を時間帯別にみると、昼間の時間帯（午前９
時～午後５時）では減少傾向がみられるなど、昼間の賑わいという点で課題を有していることから、今後は昼間の

活動や交流を生み出す施設の整備や立地誘導、仕掛けづくりに取り組む必要があると考えられる。

＜藤枝駅南口開発B街区複合施設整備事業＞ ＜藤枝市産学官連携推進センター＞



市町村名 長浜市（滋賀県） 【平成２１年６月３０日認定】 人口（平成27年国勢調査） 118,230人

計画期間 平成２１年６月 ～ 平成２６年３月

目標指標 宿泊者数

基準値
309,300人
（平成19年）

目標値
339,000人
（平成25年）

実績値
366,800人
（平成25年）

取組概要

○長期間空き家となっていた伝統町家を、宿泊施設やゲストハウスとして活用するなど、これまでから取り組んでき
たオールドタウンの再生をさらに進め、面的な魅力の強化を図った。

○計画事業として整備された産業ミュージアムのほか、複数の観光施設がオープンし、観光地としてのポテンシャル
が高まり、観光客の回遊性が向上した。

○上記事業にあわせて、ロングランイベント等のソフト事業を実施したことにより、認定以降は宿泊者数がほぼ増加
傾向で推移し、商業観光都市としての魅力向上、誘客促進といった効果が生まれている。

○今後は、さらなる魅力づくりを展開するとともに、滞在型観光施策を推進し、多様な人々を迎え入れ活発な交流が
生まれる中心市街地づくりを進める。

＜町家ゲストハウス＞ ＜産業ミュージアム＞



市町村名 守山市（滋賀県） 【平成２１年３月２７日認定】 人口（平成27年国勢調査） 79,837人

計画期間 平成２１年３月 ～ 平成２７年３月

目標指標 福祉・文化・交流施設の利用者数

基準値
126,082人
（平成19年）

目標値
163,000人
（平成26年）

目標値
244,182人
（平成26年）

取組概要

○「子どもから高齢者まで幅広い世代が共生できるまち」「住民参加により、地域資源を活かし、魅力的で歩いて楽
しいまち」を目標に、「行政が半歩前に進み、民間がそれに続く」を基本として事業に取り組んできた結果、集える
場所・憩える場所や訪れやすい環境、歴史に親しめる場などが創出された。

○福祉・文化・交流・商業機能を合わせ持つ「中心市街地活性化交流プラザ（愛称：あまが池プラザ）」や、町家を活
用して地域活性化施設や商業機能を持った「歴史文化まちづくり館（愛称：守山宿・町家“うの家”）」を整備したこと
によって、行き交う人が多様化しながら増加し、集客の核、賑わいの核となる場が創出された。

○今後は新計画に追加した、教育文化・医療福祉拠点との連携を高めながら、まちの魅力を高め、歩いて楽しく回
遊できるまちをめざす。

＜あまが池プラザ・あまが池親水緑地でのイベントの様子＞ ＜うの家（町家歴史塾）＞



市町村名 草津市（滋賀県） 【平成２５年１１月２９日認定】 人口（平成27年国勢調査） 137,247人

計画期間 平成２５年１２月 ～ 平成３１年３月

目標指標 平日歩行者通行量

基準値
11,067人

（平成24年）
目標値

11,709人
（平成30年）

目標値
12,967人

（平成30年）

取組概要

○アニマート跡地賑わい空間整備事業では、低未利用地であったＪＲ草津駅前に緑化広場と商業テナントを整備した。まちづくり
会社と市民団体の協働で植栽管理が行われており、高質な緑化空間が維持され、市民の憩いの場となっている。また、イベント
も定期的に開催されるようになり、新たなにぎわいが見られる。

○東海道・草津宿テナントミックス事業では、中心市街地再生事業費補助金を活用し、空き店舗が増加している本陣周辺エリアに
おいて、歴史的景観と調和するなど、土地柄にあった魅力的な商業店舗の整備を行った。出店によって新たなにぎわいが創出
されたことに加え、同エリアへの出店に関する問い合わせが増加するなど地域の商業的価値の向上につながった。

○草津川跡地賑わい空間整備事業では、廃川敷地に「ガーデンミュージアム」をコンセプトとした緑化空間や広場、避難場所を整
備した。de愛ひろばと呼ばれるこの場所は、市民や来訪者の憩いの場として、また散歩やランニングコースとしても利用され、草
津の新たなスポットとしてにぎわいを見せている。

○草津川跡地テナントミックス事業では、地域・まちなか商業活性化支援事業費補助金（中心市街地再興戦略事業）のうち先導
的・実証的事業を活用し、「クサツココリバ」としてde愛ひろば内に３つの店舗を整備した。安定した来客があり、店舗利用前後に
de愛ひろばに向かう人の流れができている。

○今後は、整備した各拠点をつなぐ事業を実施し、にぎわいを面的に広げ、人が行き交う中心市街地を目指す。

＜東海道・草津宿テナントミックス事業＞ ＜草津川跡地賑わい空間整備事業＞



市町村名 倉敷市（岡山県） 【平成２２年３月２３日認定】 人口（平成27年国勢調査） 477,435人

計画期間 平成２２年３月 ～ 平成２７年３月

目標指標 歩行者・自転車通行量（休日）の増加

基準値
72,452人／日
（平成21年）

目標値
74,000人／日
（平成26年）

実績値
96,263人／日
（平成26年）

取組概要

○JR倉敷駅北では倉敷市が「潤いと憩いの空間」として倉敷みらい公園を、民間企業が「賑わい創出空間」として大
規模複合型商業施設を整備。同駅南では倉敷美観地区において電線類地中化等により町並み景観の向上を図
るとともに、倉敷らしい町家・古民家再生による新魅力集客拠点「林源十郎商店、奈良萬の小路、クラシキ庭苑、く
らしき宵待ちガーデン」などが開業したこと等により、実績値が目標値を大幅に上回った。

○目標達成のために計画した事業は概ね予定どおり完了。さらに、最新の実績でも目標値を超えた。
○今後は更なる賑わい創出を図るとともに、安定的に現況以上の水準を維持することを目指す。

＜倉敷みらい公園と大規模複合型商業施設＞ ＜くらしき宵待ちガーデン＞



市町村名 福知山市（京都府） 【平成２３年３月２５日認定】 人口（平成27年国勢調査） 78,956人

計画期間 平成２３年４月 ～ 平成２８年３月

目標指標 観光・文化施設（７館）の入館者数

基準値
70,855人

（平成21年）
目標値

78,000人
（平成27年）

実績値
85,673人

（平成27年）

取組概要

○ＪＲ福知山駅の観光インフォメーションセンターにおいて、観光情報提供や展示を行うとともに、イベント情報の発
信や市内観光施設との連携・情報提供を進めることで、来街者のまちなか観光を誘導した。

○福知山城周辺賑わい創出施設「ゆらのガーデン」は、７店舗からなるテナントミックスとガーデンによって構成され
ており、市のシンボルである福知山城や美術館の入館者との相互利用が図られた。

○「鉄道のまち 福知山」をアピールする拠点施設である「福知山鉄道館ポッポランド」において、展示品の入れ替え
のほか、乗車会や鉄道模型イベント等を開催し、リピーターを含めた集客強化を図った。

○今後は、福知山城をはじめとした各施設が魅力を高めて相乗効果を図ることにより、より一層のにぎわいにつな
がるような取り組みを実施する。

＜福知山城周辺賑わい施設「ゆらのガーデン」＞ ＜駅北口公園の賑わいイベント＞



市町村名 大村市（長崎県） 【平成２１年１２月７日認定】 人口（平成27年国勢調査） 92,812人

計画期間 平成２１年１２月 ～ 平成２７年３月

目標指標 歩行者・自転車通行量（平日・休日）の増加

基準値
7,835人／日
（平成20年度）

目標値
8,120人／日
（平成26年度）

目標値
10,355人／日
（平成26年度）

取組概要

○老朽化した商業・住宅施設を再開発し、平成２４年１０月に分譲マンションが完成、同年１１月に商業施設「コレモ
おおむら」がオープンする等、商業施設等と一体となった利便性豊かな居住空間の整備を行った。

○中心市街地内の回遊性の向上を図るため、商店街の休憩スペース等として、長椅子や情報案内板を備える公園
を整備するとともに、散策路や公共施設のユニバーサルデザイン化を実施。

○フリーマーケットやミニシアターなど多彩なイベントの開催が可能な広場や、多世代交流拠点となる市民交流プラ
ザの整備を行うことで、親子連れを中心にした新たな人の流れが創出された。

＜商業施設 コレモおおむら＞ ＜親子連れで賑わう市民交流プラザ＞



市町村名 熊本市（熊本県） 【平成２４年３月２９日認定】 人口（平成27年国勢調査） 740,822人

計画期間 平成２４年４月 ～ 平成２９年３月

目標指標 中心市街地の商店街歩行者・自転車通行量

基準値
277,017人
（平成22年）

目標値
310,000人
（平成28年）

実績値
333,023人
（平成28年）

取組概要

○平成28年4月の熊本地震後、消費マインドの低下や来訪観光客の減少の中、中心商店街や（仮称）花畑広場で

のイベントの開催、熊本駅周辺地区におけるまちづくりの取り組みなどにより、歩行者・自転車通行量は増加し、目
標を達成した。

○桜町・花畑周辺地区や熊本駅周辺地区の再整備については、防災面からの機能強化を図り、災害に強い安全・
安心なまちづくりを進めている。また、中心市街地においては、優れた交通利便性やこれまでに集積した都市機能
を活かし、企業立地の推進を図った。

○計画終了後も中心市街地活性化に向けて、以上のような取組を推進するとともに、計画期間中に発現した効果が
持続しているか検証するため、目標指標の測定を継続的に実施していく。

＜イベントでにぎわう（仮称）花畑広場＞ ＜暮らし・にぎわい再生事業（熊本駅前東A地区）＞



市町村名 豊後高田市（大分県） 【平成２４年３月２９日認定】 人口（平成27年国勢調査） 22,853人

計画期間 平成２４年４月 ～ 平成２９年３月

目標指標 玉津地区“豊後高田昭和の町“高齢者交流施設入り込み客数

基準値
7,031人

（平成22年）
目標値

10,000人
（平成28年）

実績値
10,111人

（平成28年）

取組概要

○従前は郊外で実施していた元気な高齢者向けのデイサービス事業を、中心市街地の商店街に整備した高齢者交
流施設『玉津座銀鈴堂』で実施することで、利便性が向上し利用者の増加につながった。

〇玉津座銀鈴堂では、高齢者だけでなく、あらゆる世代が利用できるコミュニティカフェの併設に加え、定期的なイベ
ント「玉津プラチナ市」として、落語会、演劇、舞踊、津軽三味線のライブなどの各種催しを商店街の特別セールや
フリーマーケットなどとあわせて開催することにより、集客強化が図られ、施設利用者の増加とともに、商店街の回
遊性の向上につながった。

○今後は、玉津座銀鈴堂を拠点に、商店主・地域住民等が開催しているイベント等と連携し、中心市街地のにぎわ
い創出に向け、高齢者のみにならず、あらゆる世代の来街を促す取組を進める。

＜元気な高齢者向けデイサービス事業～お化粧講座～＞ ＜恒例事業として定着したイベント『玉津プラチナ市』＞



市町村名 日向市（宮崎県） 【平成２０年３月１２日認定】 人口（平成27年国勢調査） 61,777人

計画期間 平成２０年４月 ～ 平成２６年３月

目標指標 歩行者・自転車通行量

基準値
1,700人

（平成18年）
目標値

2,250人
（平成25年）

実績値
2,479人

（平成25年）

取組概要

○平成18 年12 月に開業した新しい日向市駅は、中心市街地の核はもとより本市の玄関口として集客・回遊の拠点
となると伴に、街のシンボル的な存在として賑わいの創出に大きく寄与した。

○駅前交流広場、野外ステージ及び１１街区の公園広場が完成するなど区域内に計画されていた交流拠点施設が
概ね完成した事によりイベント環境が尚一層充実し、市民企画によるイベント数増加により集客数も大幅に伸び
た。

○中心市街地の区画整理事業による商業集積や空き店舗対策事業、コミュニティバス増便などの効果として、若年
層や高齢者の来街者が増えた。

＜日向ひょっとこ夏祭り（毎年8 月開催）＞ ＜交流広場の噴水で遊ぶ子供達＞



市町村名 沖縄市（沖縄県） 【平成２２年３月２３日認定】 人口（平成27年国勢調査） 139,315人

計画期間 平成２２年３月 ～ 平成２８年３月

目標指標 都市福利施設年間利用者数

基準値
907,457人
（平成20年）

目標値
1,021,057人
（平成27年）

実績値
1,219,777人
（平成27年）

取組概要

○老朽化した体育館や野球場など体育施設の建て替えや、動物園におけるエスカレーター設置をはじめとした大幅
リニューアル等、既存施設に新たな機能を付加することで、利便性が向上し利用者が大幅に増加した。

○社会福祉センターと男女共同参画センターの複合施設を整備したことで、新たな地域福祉の拠点となり、市内の
福祉団体等が入居するほか、会議・講座等で多くの方に利用されている。

○今後は、市民ニーズの高い事業である老朽化した図書館の移転・整備等を行うことで、さらなる中心市街地の魅
力向上を図る。

＜建替えを行った沖縄市営球場＞ ＜社会福祉センター・男女共同参画センター＞
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